
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この装置は5mmのマルチリーフを搭載しており、腫瘍の形状に合わせた照射野作成が可能となり、腫瘍

に線量を集中させ、周囲の正常組織への線量を極力低減させることが可能となりました。 

また、画像誘導放射線治療（IGRT：Image Guide Radiation Therapy）が可能となりました。リニアック

に搭載されたkV電圧のX線管球と半導体のフラットパネル検出器により、コーンビームCTを撮影し、治

療計画と照射するターゲットの位置のずれを確認、正確に治療することができます。 

放射線治療の最大のメリットは、切除しないで治療するので機能、形態の温存に優れており、合併症を

有する症例や高齢者にも適応できることです。 

治療期間は1か月前後で、仕事をしながらの外来通院も症例によっては可能です。 

回転型強度変調放射線治療（VMAT：Volumetric Modulated Arc Therapy）も搭載されており、照射時

間をより短くしての強度変調放射線治療（IMRT：Intensity Modulated Radiation Therapy）も可能になり

ます。IMRTについては準備をすすめ、今後導入していきたいと考えています。 
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最新の放射線治療装置（Electa Synergy）が導入されました 



～ 退職医師 ～ 

          脳神経外科  松山 武、 知禿 史郎、 田中 寛明            

～ 開放型病院新登録医のご紹介 ～ 
 

医 師 会     医 療 機 関 名       医 師 名    

   布施医師会        白山医院           白山 英三 院長 

   布施医師会        かわべクリニック      川邉 正和 院長 

   なし            藤林クリニック      藤林 保   院長  

上記の先生方に当院の開放型病院にご賛同頂きました。                           

～ がんサポートチームの紹介 ～ 
 

当院には、がんと向き合う患者さん（ご家族）を支援していく、「がんサポート

チーム」があります。メンバーには医師、緩和ケア認定看護師、がん性疼痛認

定看護師、看護師、訪問看護師、薬剤師、放射線技師、相談員など多職種で、

症状緩和や、今後の生活についてカンファレンスをしています。また地域の開

業医の先生方とも、協力し、地域全体で患者さん（ご家族）がより良い生活・人

生がおくれるようにサポートさせていただきます。お気軽にご相談ください。 

 

          ～ がん相談支援センター ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 売 店 

リハビリ室 

患者相談窓口 

南館入口 

受付 

健康相談課 

患者相談室 

がん相談支援センター 

がん患者サロン 

患者さん、ご家族、その他どなたでも  

ご相談できます。 

電話・文書・電子メール等でも 

ご相談いただけます。 

 

受付時間 ： 月曜日～金曜日  

         9：00～17：00 

場所    ： 南館1階 


